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炭 窯を桐蕊I，て製炭をなすにぱ・相当面積の薪.炭称と労力

を“要とするのであって､自家用程度の生産並に爪面積の箭

表林におては経費の点より67製炭が不利で､あった。然し現

下の木炭不足時ｲで仁恭.ては自家用木.浅の確保jご､・何芋かの形

に蒜で木炭；の製造を企図するものが．多・()も
り、

着君はオ暇を利用して作鴬し得る様な然もﾉ'1隻の岩林、
〃・・

小径木をも利用-U得る程度の小型窯｣ごて･製炭し得る袖のなら
：．．

陸、築窯と資材の集積が簡呈にして自家生産も容易とを!）、
●■｡ ー●

現下の木炭不足'ごI’くらかでも､役立つものと港へ之が試験に

着手した“

初に基礎研究として普通の大型闇（以下誓通窯と鵜す）を

縮ﾉI’したﾉk窯を造り、一之が普通窯との差異を検討し小型寮の

可能性を叩にすべ〈試毅中にして、岸部の詰崇を公表b大方

の御批評を乞､ｲ〕1次第である．
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－ 1．．乗窯

福.岡懸林業試.験･煽曾構内：

さ．刑状 ・：．
第一図に示す通り、．

第二.図1．示す通’）、
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2：窯の大
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3.蕊窯.、2．
~

鏑窯の方法1ｺ苦通:窯と伺標であって、第一森'す窯聖を小石
？●壷b

と土とで森lj上lf，天井は古.烹工と粘土を錬って木口置法に

よ’j空理を造り塗リ上'ず'た.、第二窯'。窯〃'ご枠を造､り、古窯

土と粘土との混合･物を．.枠内Iご入:jIL0Tぎ固めて窯.塾とも､天井
●●

は第冒一意と同棉にして造づた．・

煙道に1．．2オ5分土斡1本を地上｜尺位に出る･様に.埋め、

焚口は石ﾉlI式を尚署'こじた方法を用！’た．

舗窯に尋する日数は津.一恵1言~券ては・’八で1日，幕二照’ご

恭了は1人で2日を学する．

Ⅲ‐製
．・・聖

灰

洋一窯は8召和22年1月8日より．同年1月25日迄に4回，第

二雲は同畢3月,5日より同牽4月,5日迄,唇3回施行した．
／ ・ 麦枚

浅校とじて1劃20王生雑ホ林中"j比較的小径･木をイr株と庭．

罵赫の長さは第一窯1尺．第二窟1．尺5オ、末口径o・ざ～2.0オ

内外で、僻株緩｝ケ月.以上を経過したもので.ある・樹種ばか

シを主とし八℃．､、サクラ、ネム，シイ芋争小混用tノた．．、

2 濃挿話込：
●々ｳ●

ノk枝､を輿~にして･暫次大林の順序に話込み，上木Iまz～5才
．；．、

内外'こ切断したものを密に詰込んだ6
6．

，：‐

。－索の釜込量は林の大′|、’ごより多小の相違lざあるも、第1

急に示すようで､･あ.るも

3．眉.･夏：火
．．&

初憲におてi3秀井の戦'燦の都合により、崩林誌込緩相当期

向き置i’だ．最初は密芥革の．可燃焼物を燃料として、或程度

－．3軍一
一 ‘●■

ｵ●
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．；b.

･窯内渇廃を:高める.ど共に湊裁の乾煤を･なし.、次藻Iこ燃焼を窪

めた、普通窯'こ諾てq,着火に要する温度I鋤，煙実，口に諾で､

8oo:c内外なるも，．.､小型窓に蒜では“℃附近よ.り若山の状龍

を示し‘グゴ｡c内外で着典す.

着火に霊する時向'す；ロ英の如何-によって異るも大体3～・

ざ時向であるも．

、4炭 化

炭化の経過は姪突ロの温度と煙の芭庭よって談万il6．調勤

1J煙実ロ、通凧、の開閉により加減した．大ｲ本に．於て一定操

ｲ仁を加へたるも．、天候殊に凡の閏･ｲ系によ｛）相当,の差異を生じ
DC ･

Q● ．．‘：‐

た．煙突ロIこ就ける暇向毎温度測定の縮.果は．第三表のようで、

ある＆第一窯に満てば湊化驚了を冠3o時向内外、第二窯ば40－

時間内外を雲もた・黙了期の温度ロ各回共に相当の違が．あつ

だ．

煙は煙突□・遅度厚で“｡c位ともをjlLは｡＆褐色がかった刺斬

臭と酸味”ある木酷液蒸気を発議し、だ｡c位と唐イノ着火の状

熊に入るや其の窯凄を増し．口誌を止めて通凧ロを談置し蓮．

『 －4－
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を Ⅳ､産炭量並’こ」k炭率

産炭量並に牧炭率を示せIま第三表のようである

･焦三表産崇量並に1枚炭.率
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品質の鑑男'1に'す容積塵，比重，炭謂含有量，拝黙琶，爆跳

立消等の測定はイ也日Iご行I〕’ごと・息し､タト観酌を識FlI法|ごよ・リ

大略的に木農の品･曾を．決定した、その結果’ま苧四表のようで

ある．

隼四表木炭の品質錘別．

鳶ご言こ画
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品貧の決定
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ぷざ:Ⅲ､結ぽ、眉合．
◆：．

；①.､築窯は書'1合間単'二・t』て仕串の合間Iご作業を行,了､事が．出

治る．：，

②、請火温潅'す噌逼窯の釦｡c内外に比して73°C内外'ごて充

分忽ある．

③､・燃林1J館めより鞄系、薪等の良欝の林料を使用する必
_●●｡申

零なく、着火の時向き長むj'し1才初め感.皇芥其他不用の可燃ﾉ性
心冒

物を燃し、･最核に良衝の枕料を使曲すIILは･よ（）
Q一｡

④､着火ざでlご要する時間は3～3時間で‘、前日塵芯等を燃

し窯痴をぁ進だめでおｨrJさ‘Z､時同位で着火する．
、

⑤．通凧ロ，煙突口の調節並に爪に対する温度の影響は獄‘

感である

、、窯内温度のｲ呆待は困難にもて．其.の分布も醤逼寒'ご比
●ー｡●

して著しく運異を有するようで．､あ‐ろ諺_,徒で何等〃の方法:によ
■や●白←◆一

()淵の補給を､行令批零がおる.
●･･I

⑦#・手搬に未炭化部分多く中零度以下の木崩しか望表!'し巌
延・

し)・箔し自賛の木崩を得々 と’きす!I職・着と,<牧表幸蒼減小す
P ｡ ● ロ り

る 結果となる．一．

⑧、職･奏幸'す滞一窯に於て20％内外（立木に対じで／z％）・

第二室に禿で7／％（立木'。対6で．/3％）内外で『普通窯に比
4o-．

了して大部狩る稀;果透示して･ゐ･る．
'．．． ： ．：

，尋するに窯内温度の･係･拝を．計り、温度:分布を均一なる,様今

後多'j入の改自五加へ．炭朴の燃漫玄｣!､<する串'3よって小型
● ●･

章も自家照ど:bで、俺分其勿目的を達する事が出･束るもの瞳

考へら'|しる．‘
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央違径を測定し鳶帥の僅量は如断困難に心.で誤差大なるた
・歩・・皇.．‐

め中止した．t．

3外演詞h戯t：〉･･･ノ

J雛鵬きたる純枝峰につぎ蚤蕊_錘止惑〈繊馴に賞罰勇

章4)享菖遂亨息農“い‘ハルJ ．：、

各枝階毎!ご重協揃惹を測域ゑる援全葉を充分撞群‘て
その中から／す〃(約／ク0枚見当）の試料を取I）葉面積を測定

しE:葉面漬測定F当って1ォ予め浸水し弓項刑に復し足るも
のを紙上に貼付し、刑を宮取りたるも≦のにつきフ・ラーメータ

ー:を侯用汝潟,定bfルル"LTi塁j"~Wf知啄ー 、

a調査茄果津郷蝿雛号…〆‐
/・拝…

ざ~;呪！＝〆A､了勧i

、α‘,帥薮動議は次表の通I)にしz､晶争のものは2号〉て・最予･のものIaz号

．．竹．最ノ|＼は1号竹に．

”.｡､0ダ｡･

して平均夕2自派．ある．

動議は大体に託て
,一〆～〆･晶一ｸｰ、-〆･･己～一ヶ..~や･→--.‘･－－･

，ざ必竺鐙宣q弘一皇匙の-

式遺_亙皇全ﾉー 高.き、‐
●?■

7，畦糎縁ｺに』Lに堂.､つ､茜奉な､量

難A2｣ま一認めら_雌_度4M
に、平均竹忌部3ユヶ勘，

2.ヶ対37.j~､の増'|合を示､､

噂'ご祢部と怖冠部どの帥維見るに平均竹忌部”鋤,
枝下部/?･夕帥と盾リ両老の比率は:‘2．ヶ針刃,が．の割合を示.､

：｡，．．．

..＆てゐる．・

・W6．::帥長､ざ帥長は:－槻Iこ基部に蒜で爪きく漸次高さ意…
：

．可2－．.､．
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長枝短枝,の:帥裁.ぱ前に遮・くだように先･錦部は.村損tt･るもの
P･夕舎_｡

多きため‘閥rらかを関係は具出b得ざ､るも折損小き／号竹に

っ《,で見るに附稚は長枝よ'〃～2節,仮抵冷さあさ(焦右ベ
タ●｡●●

表)，ヌー電枝（竹浸墨下部公枝:）には媛溌左<帥議も'卜〈:．
。：．．、

2－3番枝最大に心で／'一／7帥とな｛1，以下蔭穣状に減小t，
‘．．．．；．、

先端部ば／～,学齢となる．（簾5-農,津8図）、
_:｡J1．．.

‐ C､核の重量．・・．
．．‐1．－

一番枝は割合電量歩く順次急激に増加し､、竹-冠部帥裁の一・・s‘

附近に蒜で最重量蒼示心､以下急斑Iご獄小する＆最璽枝1才竹．

冠下.部より1号竹-章．q帥目“2号竹’6帥且も3号竹｜,o帥目、4

号.竹7節91．あづで．（茅6潅..沫q図)ず､ｺﾉﾙ．〃竹冠部動議:

に針する附濫.社豊.の割合1才竹冠下.蔀よi11号↑f､29:％，・2号竹．．.．
●己●令4●●-■●色

42％，3号竹.訓％》4号竹24％，平均3『.5％のところ'ごあるf

最長枝の附着位置.ど比歎.寸..''し感･'､‘4号竹は同位なるも平均8．5

茅％》帥裁に6・て‘3節上左にあI）．

3，葉

A ・葉の吏農一．

葉の皇量|ま年令によって昂著りく淫異が.ある,･･即ち:～年生'さ
：

‘o8.7チハ3〃ざ〃二年生･領2．4〃;＝年生ノノo13〃: と青リ._‐
：・

三年崖までぱ急議'二増加せゑjも以犠の卿ｲ系に:つ()ては今綴研.

究を進めたL)と鬼つ･てゐる

沓枝階別駕の重量も年令によって異る息即ち－芽生竹（1

芽4号）の葉量．､最更枝’ま竹冠部帥穀の下:鶏部よ')､肴:で、で8－〃節

目に‘詮創節まで尽急識,三増沌、ミ最大重箪に職で又急
澱'亨降下するに友Cで､'二三年生｡（2芽3号〕の購量蚤雪鞍

. ？ 。 , '

'ざノター’'6帥目'ごあって増減のｲ境向は－年生のものに比t,で割
一ﾒグー．

、

■e
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支那油桐粕肥効誠駁

(1)簾･菜類の肥効:

（1）白菜

．入江進

：‘森忠．，雄

I．試駿期 日

、貼和22年4月｜日よ・り同年5月30日きで

，2．試恥場所．

福岡綴林業試黙湯構内

： ． 、
3．試紫方法、

・横溌32cﾉ?2深さ2ヂ‘"′の木粕.に畑土の砕粉&たるものを
:：、

八分目イ立に入’鵬第一表’ご示す区分-表’ご基いぞ無肥絢.区、基

肥区.基肥追肥半量区．追肥区|ご区分し、無肥斜区以外I才施

肥の量に従って更に三種類に分け、各種類ともこ霜つ･、患準

備･した．、
ふ

油桐粕1J本年盾当場産のもの搾油綜粕を細粉ら混入c…た．

追肥と6ではヌバ27日に油桐粕／87.ヶ〃（ずo匁）に対も水り･両

立,（約4合）の割で繕･酔廿しあたもの､を／o倍へ20倍位に慈め
､■●

て使用した．

：4月．IB－粕’2三ケ所宛・大阪白菜‘を穀粉櫓種〃帯芽･する

に従って岡引をなし、畢月30．8各ヶ断に丈夫商もの一本を残

心、追肥区は同日第一固~あ追肥をなし、3月9日第二回目．

5月/68．第三回目の迫.肥を唐心．五月3｡､日金誹蓋牧涛、方．

其の同第二回追肥時、第三回追肥時．I佼穫時1ご一本の悪さ．

広が'）．最大葉|ごつぎ卿|淀をあし．、坂覆縛璽さ：葉蓋を潟'|定
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第 二表高さの生長

１
１

C・一本の腐が､.リ

・弟三表に示すように基肥区最大にゥ、で．基肥追肥半量区、
．：

追肥区、無肥料区の順序と底I）、嵩きめ生長･とf'同樵な傾向を

&てゐる．
｡●

二
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捺 三表一本の度〃wj
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D最大葉の大 い き ． ． 、

第卿表に示すよう'ご基肥区‘.基肥追肥半撮墜追llfg、無

肥料区の順序となり．、濡さの生長，一本の広が．'）と同梯廠傾

向を示&てゐ る . 罰 ． ． _…尾
3 6 ． < ‘
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第四表最大紫の大’】､さ、
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E 収蒋時に於ける皇屋，素栽

第五表に示すよう’こ．基肥区最大にして；基肥追肥半量区.追

肥区無肥料区 の 順 序 と 暦 I ） ， 工述せる各項目と同様な傾向・

を示してゐるか､､、無月E料区に対する各区の皇さめ上t率'ミ1才相

当の開きが､ある．

琵五表‘牧穫時に於1丁る比率、葉教

クI三.〃。ユあ

更に各肥料区につき畢位当りの・重量を示せば･第六表のざ･う

.で、追肥区を除11でIさ小量施肥か､一番星く、雄ハ巴料力や増,加寸

るIニノ従って肇イ立当Ijの重量は通『>蔵する傾向を示Cでゐる．追・

肥区’土牧穫8千期が生冨.の最猫期にありたる菖友対の結果面示．

、

してゐるが生長総了期には．同様 な傾向を呈するものと鬼ばれ

る．

凍六表I把料区毎の里位当り雪遷並比率

クーワ〃←〃

5.摘 導 ・

油桐粕の.肥効に関して無肥料区，基.肥区､”基肥追肥半量

区、追肥区を談1丁･試験をしたか､、次のような結果を得た．

A油桐粕もイ位の植物粕と同様肥料債ｲ亙を有する．

a高さの生長、－本の腐か､’）、最大葉の大（’さ‘壷さ、

葉穀兵に基肥区〃w･最大にもて、基肥追肥半量区、追肥区，
一・“一



無肥料.区のjll貞序となる..､基肥区、基肥追.肥半量区との差｜動僅

〃、で､ある．終って同量五施肥する場合基Neとして一時に使用

す･るも、一部を基肥とし．一部を追肥として･使用するも効果は

略々同様ざある荻、基肥ともて使用するオが，効果白伽‘ある＄

を示心.でゐる

C，施肥量里位当’）の壷量は追肥区を隙(）ては施肥料の小

I)・ものﾀﾔ､更一く施肥量が、多くなうに従って漸減する傾向が．あ

る．

ﾛ追肥とじてイ夷 用 す る 場 合 は 其 の時期を考慮し遅きに矢
：

せざる様注童する虻零ヵM.ある．
rQ

。●●

◆も

矢部地方に渋Iブる

： 杉林怨鴬の基礎 的 調 査
､詮

（扉－－報）
赤木正.之介

一 ）縮論=

矢部地方とは福岡県八女郡失部材を中心とする地域で‘，開

'ま大分県，南は態本員と境する矢部)''流垣の上流如才である．

本地方1J守山岩を基岩とじて.之から生じﾉE変質岩をも存

オる。年.平均気温／単℃であって，特に冬季はゴヒ西の鳳遥〈、

潟度極めて〃<、年平均雨量1.2,7CO～”o･""7に達すると含

IJルLる．而して地勢1才.急1段で、平均傾斜Ij33°となる処が今

（）。，

杉の造林は古くから挿木によっ,で行1コjIしたから､特に8月治

一夕ざ－．



。以降，造林に刀を墨し、前述の環境と相ｲ臭って食好な林粗を

示しつL ある ．

､和睡分類上単にC'7Pﾁ”ご”〃午o"'乙α、｡'うめ－種のみ挙げ
らるるか､林学上からは之を鈍多の品種に区分せらJIL，本地

方でもク巷3種を讃へらるる（附表凍一参照〕、

之~げ所謂旧藩制時代〃､ら地域白ｳ独立の各種ｲ膳件，神に篤志

家の努力の箱果．各地才Iご適応する彬呂種か､多溌双久1しら111.，

本地オの環境因子の影響と相壌って、今日の加'を樹相，樹ﾉ性

~､を呈する各種の程：'|あるものとなったと推察する．

終って上述のオ､ざ環境lこ持て．斯るぅ穀品種を有する本地.

才の杉林を経営するに当-？で'す、此革品種lごついて材質力生

長状態篭調査し谷‘々の樹ﾉ性を充分理葱して､如何渚ろ地刑区

画･内で､、各呂種自体、生育の素地たるべ､寒自語なる環境を惑

度に利用して．適地悩種の植栽五行ひ、，限ら･Ilt.だ.る立地を充・

分に活用すると共に．ノ垣綻的に之か経営を庵すことか哨干学ぶ
．：、

あ.る．故に、今此ﾇfに本地オの杉祁経営上の才針を決定.し．

且実行するに当り最確実lこして且合理白ﾀなる誤植的根樽を．倉

輿之る林介の構成状焦を割沓することは“之を基礎として種

々･の銅豊を．行小上にも極めて必等なものと信似先マ､､林分精

灰.状態.を‘調査りた．

即ち杉桓識･林に於て一林分は効何なる太さ、形状､或1J償値

安有する樹木が､加ｲ可一様に相嘉')、粗結合bで組成せらるるも

のな（）やそ切･状態を穀量的,…溌計的に究明せんとするもの

やあ:る．殊.に之〃､品種，地位，年今によ・づ．で．如何なる相違を

呈し、拝徴を．有するものをるゃを挨討Ttんと努めだ．黙心乍

ら調査茜臨轄bでから．未だ日湧く各-品種品|に、其構成状態

手zA"に其地位等の相違による塞移を総論つ’ナるに足る萱料を

－36－．
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林 業上より見E3福岡 黙の 棺物 分布

中島一男
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、r・緒論．
．！‘

’‘轟林は植生のf一種であるから森林の取根ひは植生の調査

研究に 俊つ 可〈目pち蚕､地域，の謎細 な る 植 生 の 締 究 は 其 の 劾 域

の林業畔に造.林の垂裁的墓砺をなすものである．

2本譲筈は福岡県内植生の詳細るる調査布究の"予報とびで

の植功地理学的’按需の極括乙ある．

．Ⅱ、稲息物・区系

3．.植物区系の訓査'ま環境因子の潟I|定と其’二植生.詣沓研究の

具礎である． ，

4．本県内に産する野生植物の種類穀はンﾀｸｸ種で￥‘り内1コ木

本植物夕/／種，草本植物ﾉ.ﾃ8タ種･を．含む．（帰化反ひ"逸出植物を

除く）

5．本県内の植物は分布の由来'ご因って巽の6ケの構成辱素

に分けるごとが，で去る．

イ．雨方争寿ロ.北オ零素ハ.満鮮導素．二.中支要素

水 普通零素へ 日本零素、

日本零斎は更に一破型ビ西南型とに･分る事が出束、西南型

の中にI．主とbで大平洋ｲH'|に分布する外･帯分子､､北九州．中

園、西部.壷岐．対馬:‘粥･け|島．南鮮革朝鮮泡峡及〃･対馬海

峡の沿津地方にのみ見られる北九州、南群分子、及以･本県固

肩分子（／ざ種）が会まIILる．・

6．以上各零請の穀戻z八・百分幸13次表の通りである．

7．以ど各要素の本県内に恭ける分布の樵式によって本県を

次の5地琶に分Ij-る串が出来る．、

一”一．
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(1.).試騒の目的・

一般に極めて普通に栽培.芯らるL

性状を6月かにするごZ･ば閑却ざﾉlL

に謎ても此等稚苗時代の樹性2考慮

にノレ、な’）．：

田中‘祐一〒

↑夕。

林木で油

てゐで、

､改善せ

00

－ ＃ 稚 苗

従って･其

らノl↓た鰹

すり

時代の
●、

育苗法

は案外

本試騒は:，ズギ（2種）‘ヒノキ（3種）‘アカマッ（I種）,ク

ロマ､ソ（｜稚）‘コナラ（I種）．＃に特l雪本試験場で先畷から其

育成･を試みフ、ある、、セコ，イヤ（｜種）の計九種に就て。､櫓一

種による発芽生立／”種苗の'性状､殊に光線、‘累度」ご針する零

求度を明かにし、箔画施策の実際に資せんとするものである

猶本調査試蟻に闘建して基礎白勺にせん-8月、考究すべ､き点小"

多殺到ある〃v･、本稿は野外Jこ赤での実際苑常と趨継した一部の
．｡．｡▲

予嬬的試醗である．

本試義調査の篤'隙には場員各位の.協刀に宮rるもの争いが"・
ク

拝に.楠等チトセ，橘村崎一.，雨弘謡民を模_bだ‘もの〃v､多（1．

、(2)試醗調査の才法．、〆，

誼､齢、調査は･前訂さ樹種を、光謀、漁凄擦ｲ牛の無l隈せら〃し

た核裕子蜜枠内で．，稗子よ！）育厭、t，だもの、イ祥'こ凄際の苗圃施
．．．0．j‘

蕊に満で前訪嫉ｲ牛の『一部を応用‘た育苗を試みだ．’．

I)蔽鵜子枠内の育成

漆地方産林ホ種子、スギ‘，．上／キ，アカマ､ｿ(浮刑産北,クロ

マ､ソ（宗像産.），コナラ（八女産），・弁にセュィャ(宗像産）を、・

植木鉢代田液粕〃汐×ﾀｸx3oc好.）を.入jL眉場士（無月巴）を鯛〃
,，：．

．卜 :．‐？へ

－ぶゴー

→

､●
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上．／･キーA､B枠に生立・本識は多く、、7区2区に多小の価l外

はあるが､、:.概してB梓のもの比較白§本敷Iさ歩（）さ・

・スギーAB枠に生立本歌今<、イ列|外区はあるが｡､総括的

‘‐lご1さ6枠のもの比較白タ多く、ヒンギと同楳の傾向〃v：

あ．･る．

､・アカマツ．クロマ、ソ一本種はA枠で､は小鳥被害によって明

．かで､商’）が、B、C枠で、ぱC枠の生立が､顕著に多（），

‐セコイヤ．コナ・ラー一生:立本讃両種共小<t，で、本調査のみ

で、lユ8月か．､で庵〔j‘

のり

ロ)稚苗の-平鈎大さ、

ヒノ:キーー地上部、地下部共に平均的にはB枠のもめ肺長は．.、

､長く、z区のものはA粋から粋より梢大ざU・

，標準謹Iご．つ！）マ・も同様の．･傾向志ある．

ス羊､－地上部lま平均的にA枠内､．C枠内.Iご大ぎく、・地下

・郡IjB枠・A粋･内で伸畏:は犬となる.・

．…標準苗1こつ11では地上部．地.下部共にら枠内両イ牢長
：．．．．‐

．・:1コ良熔さ.で､ある．．・

アヵマ､ソ・クロマッー一A枠内で､・は両湛共に被害のたあ比穀

……か‘さ．IlLぬがぐB林内のものは平均的にも標準苗につい

・てもC枠に傷リ、A枠内のjk署例に比鞍するときも

・・・箱自巧な訂如くである

セ･コイヤ－B枠内が他堂.粋に比心て傷良な伸長を示す．・

．hラー軍A枠肉が平均的に他二者に傷る伸長志ある．

ハ)雌'ごうぃで

、ヒソキーー地上部．軸下.部の重量IまB枠で大志虻比は／､2：

2o､となる．、

此比率の状況がら見てヒノキは光線量の葱･少しだ

．：‐"－．

●
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竹製日.霧区､,無日覆.区に恭でも施肥による稚苗の生長は

顧碧雷はあるが、､本調査に漁では生立本.:穀の著し（j差異
OG、●

．、があるだめ｜ご'明ひで間（)．

以七圃場Iご恭ける光線量を著6く制限cた日陰梓格子下の

．脊流で'土ヒノキの如き日陰に耐た.得る職種は勿論，多小腸

'牲白ﾀ傾向を有才るスギの如.ざ稚苗も､種から.穏芽げ生立寸･る

多数の稚苗を得らルL、且雑草毅害による消失曹減小せしむ.る、

ごそが出来る．．．．

従乗一蝦に行はるる苗圃育成苗は、播種量に対する･得苗串が､；
費．・

椎めて小.しとする点:ぱ:此鴇芋本穀に対する消失量の多きご

とにあるものと認めらるるから、樹種によって稚芭時だ＄B曹

陰を脚へ-て育成する尋と1才、生長壇促進、且又今教の稚笛を

得る有利洲ある．此淵､溌芽磯の生立さ水べ､き本謡を謹理&

順次光線量を 増加して良苗の育劇を唐b得．，

本認蕊"画場におでの夷癖調査は猶継続‘て行小予定愚ぁ
る..．．

第.吉表.:､．
●◆

● わ ー 、 "
”ぴ●

■
●

寺

● ｡ ｡■

今●巳●●①●や●
’

－－

樹種 備考
－

－

､ﾖ“十・
／4グク8ヒノキ

：．
● ■

一
－

●■

－ ＝＝－
－

●

●吟.､

■

？

．I，

●●■

坐 一一一一一一一
｡●申

Q

●~

●■

●,egよ
◆●

←=

今

－62－
、

●●

ｐ
ｏ
Ｆ

夕
●

9

区 別
告△ﾛ

■

ー

番 号
●｡

丘
教

生
本

平．均・

上部(ひ 下部(R）

標.；準 .、木
｡

エ部 下 部 エ部重 F却童 旅 測定穀

8
①甲

●早七 み､．
●

●

8

C

タリ／
句ﾄ甲●■

33ノ

教ノ

〃’

22

3夕

､3

タ
ュ

‘.』享

〃・傘

‘.z8

笈ノ

､ダ.a

“

〆

,黄掌

､心．.』’

2‘.．‘

ざ.’
ー

.2．2〃

〃
や
言
Ｊ

裂
乱①

.／68

①■

2．.〃
●
■

ク.／

､ノ"2

ク
ク

●

２
ぶ

／ク

．／例.．

ノク

合●

ｅ
の

●

7

■

●
●
▲
●

刀
』
Ｂ
と

。『ク

2〃卓

.22s

域.73

7．3メ

2．･ろ3

ク
ク

３
．
３

３
．
・
巧

■◆

3.謀3．

.’.3．

〃・ぶ
『｡｡●

‘.鴇

皇至･学

2:係／
0 幸

.』’．7

3．．タ

ざ.単

〃.‘

〃
ら
８
Ｚ

●
●
。
●

ｚ
２
〃

/・ざ

メタ

｡､3．‘．、

掴
勿
ね

”‐

･･2．

'1

､8
Dゆ守

C
●

シヂ〃

.2ヲ？
e今

Z'2

3.‘デノ，

夕."

3．．32

タ
３
，
２

７
役
３

冬
参
翫

7.〆

8．o

‘.7

凸牢

2弾.／

/‘.』

".'．

ｐ
・
ず
．
〃

■
■２

久
ん

Z.〃
己

ノ.2．

り.y

み〃，

ノ.Z

ﾉ.3

ク
ク
〃

／
／
ノ



－Eツー凸
可も

へ

り

式
〆
．
、
会
．
ｚ

謬
憾

由

・一一 －－

■■●

C

む

●

．今.！

一

①

●

口

旬●

－一一－一

一

‐
。
○
一
■
●

心

一一一一・

■一

’

○
●

一

-重一
騨
一

Q

←上・
＝ 茶室

｡

惑
騨

・
一
ｆ
一
千
厘
・
ん
し
。
宕
冴
。
．

●●

$

巳
●

一再 ●ｰ－

か
寺

一

一

一

癖
令

生

－ー｡一一一一・一b~一一一■

●

葦空 画1
●●

●
６

侭
み
、
／
》
ん
参
伍
乙
・
寺
ｘ

謹
抵

－－

鞠
》
一
翻

洲

、

諜声輩
盛

■

q

寺
申
』

・
睦
跨
率
拝

｜
詮
職
一

髪勢
｡I。

－－－

琴＝蛍
､●

●

_'汐渉．

”オア

？
●

夕r:P

〃′汐

〃･‘

ク’‘夕．

ｵ●

クダZ

偉》"‘'Z

召〃

9fろ，ノ

どり｡／

ク.･／

"汐α夕

‐冷巧

h-

t･ど矛"．

‘グ‘

("ｸ?ノ）
‘ど“､

町ｸｸﾉj

-FタロF／

(鷺'《〃）

夕倉‘

(γり〃〃

〃/て
一一一q

〔郡ヴダ〃

‘ゴクで

”''刀

ダ‘ノノ

〔強ﾌｸ〃

／晩か

(召ｸク〃

”‘

号。

（ノ･〃

‘ご・

（ご・クノ

F

（か0ク）．

、Z

（‘･'）

．f，

Iノ．‘》

参

(‘〃･ブ）

ぷ／，

《f’′》
ご･

（〃･〃
偏

逗

〈，‘タノ

ダ〆.

〈／IFざﾉ．

〃ろ

6EZ）

諺f‐

（ノ･〃)‘．

客屋

《〃鯵ご）

ろ‘〃

くぞが｡）

.'〃‘

鱈･で〃

きざJ、

<’‘"〃

を〃

<､F汁タノ

‘ず〃'

《､『′でダノ

’〃'．

“渉3J》

ダダど

〔&:FFj

ク’／

『/'ご‘）

夕ごE､ご

“診､”

’〃‘ノ

《.『噂ごノ

ご〃で0▲

(ｸﾝﾀ）

唐,Fノ

“移宕ノ

‘E〃‘

くノソざ）

ノタぷ

（ぷ診『ノ

ざ〃，

《て･を厚）

夕参

鞍
ー枠

6謝響

p●

99罫
,

●

鍵稗

剛..誉

3M誕

那毒

聯･轡

昏申'一一一口

獣赫増

一心｡ｰ令

騨当

芽
生

雰
衛

％

4

↓皐号
●｡

柊
可冷’才.F’一〃ひﾉー･タ夕一／

く！'隣￥)魂牢耳調
11&Z の

｡

▲●

ご／

’／

今

ｰ｡岳

fl.〃．

.〃''

ろｸ゙ク

'き

ぎで

J､陽

．
〃
汐
．
”

ど
ざ
才

〃‘こぎ､

､噂:Fで

9･ごと．

｡■

汁,'
、〃

と〃

を､．”

夕〈ン

〃タナ

ク，/か

J,′か

'.でざ

どくマ

ｸ゙ござ

どノ

クノ

．．F，

．’

ｇ
〃

4

｡
〃

年

ぶ
ぷ
．
夕

巳｡●

〔､;E､．

ごγ、

ご･／

ごγ・

タン.'′

〃タ

"矛．
申の

.g幻．

ひ'夕

９
白
●

言
丞
驚

捗
・
で
・
・
汐

８
４
．
〃

〃〃 ■

／2.ドン

タ．"／
9

潅
率
”

〃
９
．
９
．

‘汐／

.／:，､／

？'の

／／

●

fノ

クご

フ
ー
〃

・し'．

厚
●

涛導I峰恥．毒蛤畠1葱蝶可鐸土雌丁
一eB

Dq
.ミ

"、

＊・…一・雀・洲

(21)好》Lq)峰可

騨亜士

審求

･で零

_＆
‐｡

農．

､ig

｡o／

ク／

〈.F》

■
●

クノ

ワノ

『が）．

〃が

／笹一

〔〃｡ご）

汐
・
↑
と

（
厚
。
。
（
望

“'わ,，．

ダダ

2汐

一F,ヲ

《〃でノ

１
１
１

診添

タゾー

でソ） 《

夕矛

ク./／

<ご~ごノ

一■一一一q

.醇苫

砂

？｡ｸ／ 与つ

タおツ

』.〃

沙‘とご

(/・と’7

Z・クノ．

-F､Z／

《と．ご句

'．〃

ど〃

.(夕渉）

‘P〃

ざ･〃

の

生･〃

方'”

＜／､で〃 ①■

”･4

””

(ざ

α'9

次Z

(’夕渉）

諺".'

･豊さ汐沙

(｡/Z）

Z〃ご

汐か

<の①■

◎‘ご

夕客
■

<句①

。
ｇ
〃

少
ｇ
階
嘩

ご
←

.参：．

悉恵険私~星:鷺･土蚕蝉丁I馬ゴ：9号可
ｱ

●■

＊‐表灘 〃÷缶

。)蛤』の4号式

嫁士

毒中

軍謂

←◆

Ｌ
心

曾

{12

雫1－

q､

／
／
／

．
〃
ク
ク

／・ざ

-F,．ご‘

．『ソ

J,γ

矛･Z

か､ど

ルオ
①

ク．夕

診渉

〃･ど／

一
色
・
ロ
ノ

ヅ
タ

ノ
ク
一
色

’
ゲ
タ

０

９

Ｅ
・
ひ

■

りか’

ク8．8 口

◆

のﾅろ

グタ汐

‘4

一

裾､．●.

盛ﾐシ

‘,〃ご

ノグタ

タ”．

ク
ｇ

｡

"ザ

汐

／
／
、
／

〃
｜
ヴ
ク

､8沙

ど･ご
『

8'／

.g汐

こ
こ
ご

○
‐
●

方
方

.′を

方泣

塔
乙渉

ど．ご／

’Lf,ご

クタで

● 〃Z

ｸ゙'

8‘夕 匂

｡ど'8．

．".'／
●

"8.夕

クヶ矛
｡ｮ

".〃

"‘
ぶ・ど

$汐

径
・
〃

ｏ
８
し

/・

痔剖l瞳ﾘﾑ．爾蝿土軍峰丁峰」-..蝿可

半、衣謎 6－

(刈峰土(1)d景才

庫0●士

求
零

泌
毒
‐
万
一

皇一
一

極．
＄

α
ＯＩ

Ｉ

・ヨー



片

0

-､

漣子の発芽l含関する訓{査
イも

田 中祐一

．梅野チトセ

1）目･酌、本県内室林業種子の努芽力盲目沓；祥に樹種による帯

芽係ｲ牛を8月かにするだ.め．

z)実壌並耗果、時期を翼に0だ、賠室並奏巽室の朗苅、又馨

芽床茜異'ここ‘た場金．穐与の大小等によった署芽試壌の結

果から書動じ､得る二と画

α）スギ､、ヒノキ、‐グロマ、ソ種子恥発芽侭平均気温に､よって

妾ｲしし、其イ壁き程葵芽に尋寸'る日時'コー蔓く、高（）気温で
：0

イオ此日蓋;は枕ゆで短し）『且此翼11同の饗芽琴暦大主･く大

部分のも〃〉が､一斉'二発非する傾向を示巳だ．叉息L1遼度

の場合にI辻低温虜の亀合ほぼ籍茅不能となる一部分の猫

子も徐々｜宮，長（l期間1．帯芽した．又発芽詩1拍ま写iご.饗

す-．る積算温度（毎日10時"翻測）は／2窪｡~．／3役｡の餓囲
：

に あ る ．

の温度催ｲ牛が官好で充分j潟度か､あjﾊﾞは､、陽光のな（j暗堂．

内.で､古へ、寧ろ明る･･(J所より諮芽は農零で､ある．対語陽

性機のクロマ、ｿ．アカマ.vの種チも充分に/帯芽宮麿す．
GI－

．温度催件か､適当で底（〕時季で.ぼ:､、音所は8月う（j所よ（）
｡、eo ．緯：

過度ｲ氏下蒼生す､るたあ霜芽は不寝と癒る．‐

､・c)発芽床ij'自然土、砂土に最も碍弄喜謁で.、素娩皿,､峨或

．蒜で.は鍵芽幸は粉､る.

の大粒種子は小粒種子より概して尭芋,まょ（）汰､、アカマッ

の如くノK､型の種子は，外霞上の大)|’の．直31|で､1才鴇芽幸に
身．‘

差異はljﾉ､を（，．”
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